
取組の概要

○契約農家から高価買取することで農家の所得向上に貢献しているほか、耕作放棄地を
借りて自社農園で栽培。

○年間180種類もの地域性豊かなジャムを生産するとともに、加工場に併設した直売施
設やカフェで自社のジャムやスイーツを提供。

○酒造免許を取得し、レモンチェッロ製造のため、特命農業部員（クラウドファンディ
ング参加者）と共に柑橘畑の整備から実施。現在は農泊施設の建設を行っている。

○移住希望者と地元企業等とのマッチングや、移住希望者向けツアー、高校・大学での
講演やインターンシップ受入れなどを通じ、島に人を呼び込み域内で経済を循環させ
る持続可能な地域づくりを実施。

○契約農家の所得向上（契約農家からの高価買取）
○直営店来訪者数：8.5万人/年（2022年）
○移住希望者向けツアー実施により移住者増加に貢献
○特命農業部員制度により島との関係人口創出に貢献

株式会社
瀬戸内ジャムズガーデン

○連携農家等の栽培果実類をジャム・リキュールに加工し、スイーツを販売するカフェの観光スポット化など、６次産
業化や観光資源創出を実践。地域内外の多様な組織や事業体と連携し、移住者支援や魅力の発信を行う等地域に貢献。

基本情報

●所在地：山口県大島郡周防大島町
●選定表彰等：
・農林水産祭「多角化経営部門」
日本農林漁業振興会会長賞（R3）

・第50回日本農業賞「食の架け橋部門」大賞
（R2）

・「ディスカバー農山漁村の宝」第5回選定
（H30）

・総合化事業計画認定（H25）
●主力商品：
・果物（柑橘、イチゴ、いちじく等）を使用
したジャム、スイーツ等

●活用した支援施策：
・６次産業化ネットワーク活動交付金（H26）
・経営継続補助金（R2）

ウェブサイト▶https://www.jams-garden.com/

地域資源：農林水産物
事業分野：食品、観光・旅行、教育
事業主体：地元企業、生産者、観光事業者、教育機関

取組の成果

ガーデンテラスの景観ジャム加工の様子 製造・販売している農産加工品
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取組の概要

取組の成果体制図

家賀再生プロジェクト
○世界農業遺産認定の「にし阿波の傾斜地農耕システム」(茅農法)により藍を栽培。企業と連携し食用の用途も開発。
○地域の魅力を伝える観光ツアー実施、視察受入、農福連携の取組等で多くの団体と交流して地域を活性化。

基本情報

 所在地：徳島県美馬郡つるぎ町

 選定表彰：
・とくしま集落再生表彰優秀賞（R3）

 主力商品・イベント：
・ソラの藍、食べる藍「藍粉（アイコ）」
発酵晩茶

・ツアー（エコ、農業体験）
・農家レストラン
・伝統行事、イベント

 活用した支援施策：
・徳島県集落再生加速化支援費補助金

○傾斜畑で、世界農業遺産に認定されたカヤ・落葉などを用いる伝統的な自然循環型農法
で農薬や化学肥料を使用しないため、藍を食用等の用途として利用の幅を拡げる。

○地域資源（茶、草木染、織物、薬草など）を活用しオリジナル商品を開発。
○特に藍は、染色、食用、薬用として利用し、農業、観光、教育、福祉、SDGsなどの
様々な分野の取組を実施。藍生産では、認知症の患者や家族会が栽培に参加したり、
県内外産地とネットワークを形成。

○傾斜地農耕システムによる価値創造を目指す食品企業と連携し地域内農地を活用。

○藍(葉)の収穫量：800kg（R1）→ 2,400kg（R4）
○ボランティア活動参加者がつるぎ町に２組移住し就農。
○家賀ツアー勉強会(R1～)の参加者：毎年600～1,000人
○藍粉とのジョイント商品の件数：H30～R4延べ34件(38品)

ウェブサイト▶https://peraichi.com/landing_pages/view/keka-playback-project/

地域資源：世界農業遺産、農林水産物
事業分野：食品、観光・旅行、福祉、芸術
事業主体：各種団体、農林漁業者、集落、学校、地元企業

｢ソラ｣と呼ばれる家賀集落 ソラの藍畑 各地の大学生等と交流

け か
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取組の概要

取組の成果

基本情報

 所在地：香川県小豆島町
 選定表彰：
・令和4年度農林水産祭むらづくり部門
農林水産大臣賞

・「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを
未来へ～」に選定（R4）

 主力商品・イベント：
・棚田の景観
・棚田米とその加工食品
・伝統文化（中山農村歌舞伎、虫送り）
 活用した支援施策：
・中山間地域等直接支払
・多面的機能支払制度 ほか

○担い手育成のための「棚田アカデミー」を実施するほか、大学生による耕作ボラン
ティアの受け入れ、棚田耕作体験の支援、地域おこし協力隊の採用により棚田保全に
取り組む。

○収穫した米は、地元小中学校の給食、ホテルで提供するとともに、棚田米をふるさと
納税返礼品として採用。また、地元酒造会社と連携し、棚田米を原料とした日本酒を
販売。

○重要有形民俗文化財でもある舞台で上演される「中山農村歌舞伎」を伝承。途絶えて
いた伝統行事「虫送り」を復活。現代アートによる「瀬戸内国際芸術祭」にも協力。

○中山千枚田（約12ha）に占める荒廃農地の解消：
1.8ha(15%) （H24）⇒ 0.5ha(4%)（R3）

○中山千枚田の担い手確保・保全のため「棚田アカデミー」を立ち上げ、
1企業2個人が参加（R4）

ウェブサイト
▶https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyousei/kakuka/norinsuisan/nougyou

/5258.html

棚田米を原料とした日本酒 伝統行事「虫送り」

小豆島町中山棚田協議会
地域資源：農林水産物、景観、文化
事業分野：食品、観光・旅行、イベント
事業主体：協議会、各地域団体、行政機関

○先人達が築き守り「日本の棚田百選」にも選ばれた美しい棚田と、棚田を中心に培われてきた文化・伝統を後世に
残すため、協議会を設立。大学や企業と連携して、担い手の確保・農産物の販売・伝統行事への参加等を促進。

事例
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この情報は令和5年6月時点のものです 50

棚田耕作体験（稲刈り）
体制図

https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyousei/kakuka/norinsuisan/nougyou/5258.html
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取組の概要

取組の成果

○生産者グループが、くらしを中心とする地域協同組合を選択し、柑橘の有機栽培、漁業連携、基準に見合わない柑橘
の有効活用など、加工品を含めたブランド化を推進。地域女性活躍や福祉事業等の多角化により雇用の場を創出。

基本情報

 所在地：愛媛県西予市
 選定表彰：
・平成28年度農林水産祭/むらづくり部門で
天皇杯授与

・サスティナブルコスメアワード2021ゴール
ド受賞/yaetoco（ヤエトコ）＊コスメ

・令和3年度ふるさとづくり大賞総務大臣表彰
 主力商品：
・柑橘類等の農産物、ジュース等の加工食品
・コスメ（yaetoco）、海産物、真珠
 活用した支援施策：
・果樹経営支援対策事業

○地域の生産者グループとして創業し、国内有機農業の先駆けとして、柑橘類の栽培管
理・販売システムの確立、加工品等のブランド化により生産者数・事業規模を拡大。

○地域循環型一次産業モデルを目指し、漁業者と連携して、山と海の環境保全活動の実
践、真珠や水産物等を加工・販売。

○女性が活躍する配食サービスなどで雇用創出。地域住民が安心して暮らせる町づくり
の一環として、福祉事業所を運営。

○新規就農者の受け皿となる農業生産法人の設立、運営。若者が住みたくなる環境整備。

○グループの売上：11億円超（R1）
○生産販売事業では新規雇用者の7割が県外から社員58名で平均年齢39歳（福祉以外）
○福祉事業では女性中心に63名が活躍（R2）

ウェブサイト▶https://www.muchachaen.jp/

地域協同組合
無茶々園

地域資源：農林水産物、廃校
事業分野：食品、コスメ
事業主体：農林漁業者、福祉事業者

無茶々園の加工品 働きたい時間、働きたい場所を提供 新規就農者の生産法人・てんぽ印

事例
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この情報は令和5年3月時点のものです 51

体制図

https://www.muchachaen.jp/
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取組の概要

取組の成果

遊子川地域活性化プロジェクトチーム
遊子川もりあげ隊

○地域特産品のトマトを使ったトマト酢やケチャップの加工・販売、農家レストラン等の取組により、地域農業者の収
益確保や雇用の場、交流人口の拡大等を図っているほか、草刈りや墓掃除などを提供する「なんでも屋ゆすかわ」、
デマンドタクシー事業も展開。

基本情報

●所在地：愛媛県西予市
●選定表彰：
・第５回ディスカバー農山漁村の宝（H27）
・第15回オーライニッポン大賞ライフスタイ
ル賞（H29）

・フードアクションニッポンアワード2018
・農林水産祭（むらづくり部門）大臣賞(R3)
●主力商品・イベント：
・トマト加工品（トマト酢、ケチャップ等）
・農家レストラン「食堂ゆすかわ」
●活用した支援施策：
・都市農村共生・対流総合対策交付金（人材
活用事業）

・愛媛県６次産業化チャレンジ総合支援事業

○規格外トマトを活用するため、特産品開発班がトマト酢やケチャップ等のトマト加工
品の開発・販売を行うほか、JAの空き施設を活用した農家レストランも展開。

○特産品開発班は「企業組合遊子川ザ・リコピンズ」として法人化。組合委員22人で構
成し雇用創出に貢献。

○遊子川トマトオーナー制度や移住体験ツアーを開始し、交流人口の拡大にも貢献。
○「なんでも屋ゆすかわ」やデマンドタクシーなど生活・環境整備事業を実施。

○トマト特産品の開発・販売 → 生産量1割ほどの規格外品の有効活用
○特産品開発班を法人化 → 地域農業者の収益確保や雇用の場を創出
○トマトオーナー制度 → 毎年50口募集し、地域外からも多数応募
○自主制作映画による魅力発信 → 取材や問合せ増加など、知名度向上
○「なんでも屋ゆすかわ」、デマンドタクシー運行など
→ 地域実情を考慮した生活環境の改善・充実

ウェブサイト▶https://yusukawamoriagetai.com/

地域資源：農林水産物
事業分野：食品、観光・旅行
事業主体：地域住民、地域おこし協力隊、トマトオーナー等

デマンドタクシートマトを活用した商品開発 農家レストラン「食堂ゆすかわ」

この情報は令和5年3月時点のものです 52
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